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ウ イ ル ス性 疣 贅 に お け る involucrinお よ び

filaggrinの免疫組織化学的,局在の検討
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Involucrin and filaggrin are known to be cytologic markers for epidermal differen-

tiation. Their expressions in the normal skin and various types of viral warts were

examined using an immunoperoxidase technique. As controls seborrheic keratosis and

Bowen's disease were also examined. Two different staining patterns for involucrin

were observed in viral warts; verruca vulgaris, verruca plana and condyloma acumi-

natum showed a homogenous staining pattern, whereas bowenoid papulosis, inclusion

warts and epidermodysplasia verruciformis showed a mosaic staining pattern. It was

noticeable that the involucrin expression of Bowen's disease was very similar to that

of bowenoid papulosis, and that seborrheic keratosis showed a very different pattern

fro m those of viral warts. Filaggrin staining was positive in the granular cell layer

and the lower part of keratinized layers in viral warts as well as in the normal epi-

dermis, and the pattern and intensity of staining for filaggrin were the same in both.

In conclusion, although filaggrin expression does not seem to be affected in viral warts,

involucrin expression is changed to some distinct patterns according to the types of

viral warts. The patterns seem to be related to the proliferation activities of the

affected epidermis of the viral warts.
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要 旨

ウ イ ルス性疫寮の角化様式を明らかにするためをこ抗

を 行 っ た . 正 常 表 皮 , 脂漏性角化症とポ-エソ病を対照

ソ を 示 し た . す な わ ち , 尋 常 性 経 費 , 扇畢庶繁と尖ま ニi

ソ ジ ロ -一-ム 硯 線 形 威 表 皮 の 細 胞 質 内 に 均 - に染色される

所 見 と 封 入 体 腔 祭 ∴ 疫 繁 状 豪 皮 発 育 異 常 症 と bowemojd

papu 息osis に み ㌃)か る 菰 ザ イ ク 様 染 色 所 見 で あ る 8 時 に

bo w em jid p 郷 も南 扇 S の モ ザ イ ク 様 染 色 は ポ - エ ソ 病 の

そ れ に 類 似 し て い た . ま た 予 脂 漏 性 角 化 症 は 疲 祭 冬 型 と

は 異 な る 象 藍 性 を 示 し た . fila紺 損 m は 庶 賓 冬 型 と も ,

正 常 表 皮 芦 脂 漏 性 角 化 症 , 求 - エ ソ 病 と 同 様 の 分 布 お よ

び 染 色 性 で 予 懲 粒 層 お よび -一 部 角 層 に 出 現 し た . 以 上 去

で あ る が , 柊 に im v o lu cr油 の 発 現 は き り ず ル ス 性 疲 祭

の 各 病 型 別 に み ら れ る 角 化 異 常 に 応 じ た 変 化 を 示 す と 言

え る . そ の 変 化 は 褒 皮 細 胞 の 分 化 の 程 度 と 開 通 が あ る と

思 わ れ た セ

緒 m

表 皮 細 胞 が 分 化 お よび 角 化 す る 過 程 に は , 稜 々 がう細 胞

学 的 変 化 が 起 こ っ て い る . 例 え ば 菟 複 層 に お け る ケ ラ ト

ヒ ア リ ン 願 粒 の 形 成 や 角 層 に お け る 潤 辺 帯 の 形 成 は , ケ

ラ チ ン 線 維 の 凝 集 と と も に , そ の 代 表 例 と 言 え る .

filaだ 琵 Ⅰ血 は 角 質 細 胞 の 細 胞 質 車 をこ 存 在 す る 魔 養 鯉 基

質 蛋 白 で 1㌔ 願 粒 細 胞 中 で p m fi首鼠居 留 ㌘血 と し て 合 成 さ

㌦ -つ で , 角 化 後 f豆蟻 醒 醒丁血 と な り , さ ら に ア ミ ノ 酸 ま で

;I,:.11軒 :-ニ ト 十 ､ ･ミ . 巨 _. 山 ＼.illLZL､ri!1 言 , 岬 鮎 闇 と巨 朝 胸

膜 の 内 面 に 形 成 さ れ る 周 辺 帯 成 分 の 前 駆 物 質 で あ り , 秦

線 細 胞 中 で 魯 成 さ れ る , す な わ ち 予 こ の 物 質 は , 衰 皮 錐

粧 巨 '､ ,-. け こl!10 ,rlllt;1m m ニト (I ∴ 車 吊 ∴ 巨 - ご L.,～ LLTh ltこ1-

m y D 漫ys豆m e 結 合 を 作 り 登 脅 し て き 不 溶 性 の ポ 1) て 岬 を

形 成 L ヲ 周 辺 鷹 を つ く る 葡I溶 性 蛋 白 で あ る 項)53. 両 者 と

鮎 近 年 矛 そ の 生 化 学 的 性 状 や 組 織 内 の 局 在 が 検 討 さ れ 予

角 化 の マ - カ - と し て 豪 華 と な っ て い る .

ヒ 巨､ の ウ イ ル ス 性 疫 寮 は h u m an paP 貼 )rm 挽 V im s

(捕 P V ) が 表 皮 に 感 放 し て 発 症 す る 表 皮 の 増 殖 性 病 変 で

あ る が , 近 年 , H P V が 疲 寮 以 外 の - 部 の 良 性 な い し 悪

性 上 皮 後 藤 癌 に 存 在 す る こ と が 報 告 さ れ 6), 疲 繁 と 感 藤

と の 閑 適 が 問 題 と な っ て い る , 疫 賢 は H P V 感 染 に よ

り ケ ラ チ ノ サ イ ト が もraTISform at豆on を 起 こ し , 増 殖 懐

汁17

向を示 した状態とも言えるが,無制限な増光や浸潤,あ

る摘 ま転移を示すことはない｡今回,ウイル汲性放き寮をこ

おける表皮細胞の分化の状態を明らかにするためをこ苧抗

i王1＼.1両lL､r山 打休 日I,Lt',rilliLiごL,rill損保 二十二湖L来生-jiip畑

拳法を月往､て,疲祭の各臨床型を検討した.対照として,

正常表皮,脂漏性角化症およびポ-エソ病を同様に比較

検討 した血

材 料 と 方 法

1. 被検材料

ウイルス性疫祭54例や臨床型別にはき尋常性臆祭15例,

指 状 旬 糸状臆聖5伊凱 足底臆祭12例 (うち封太極疫繁 8

(ミ車 . .h 汗 斗 ぎ:日日甘 王十 ･･∴ i･･ ∴T鮎 ll….Hl高LI

p apu los豆S 3 例 お よび疲幣紙表皮発暫緊密症 旦例であっ

た 丘 対 照 と も/て は , 正 常 皮 膚 17例 (顔面5例,陰部竣例,

下 腿 2 例 , 足 底 6 例 )き ポ - エ ソ 病 7例 と脂漏性角化症

9 例 で あ っ た 七 そ れ ぞ れ の 生 検 組 織 を 2 分割 し, -:j亨を

且eLO,6 ホ ル マ リ ン 液 で , 願 方 を カ ル ノ ワ 固 定 液 で 間 定 した｡

ホ ル マ リ ン 固 定 標 本 お よび か レ ノ ワ 固 定 標 本 は , パ ラ プ Jr

ソ 包 埋 し , 薄 幼 艶 キ シ レ ン お よび ア ル ニf- ji/管 脱 パ ラ

フ ィ ン 後 予 酵 素 免 疫 組 織 化 学 法 に より 染 色 を 行 っ た *

'1 . 使 用 L た 抗 体

i)こil叫 ';ltlパ 上 し∴ ト .:＼ .i 那 rこIhi卜 こし川 ト t-川 Ti日 日二両 ミ1(.= 1;i

＼･iz-t卜こ tH 't､ 1 日 ､車 L･l川 1こ11 こ川 titlい く卜 ･lミ:,Lil:ta日 出 . ド

日 日 ■ I-り .-＼ 1ミ 上 略 1. Iミi日 日 l(､〔1iL･こll T H ､h IH lい .i,it､ト IilL∴ 巨

ll(11両 … こ11 tlIrllit… ll, トロ ､ 卜 h l＼吊 川 I.irl トー(lLへ -ト 宣 子 ｢∵ 言 ､:

吊 什 し'､ ;ltlli tlH m こITt rilこl阜二.i両 rl m l.llL,し､晶 lこl上 目 両 h川 巨

I..卜j守 l■ilこlL,.iIri【1 ＼ 11-▲･＼ 1ミ Ii_畔 . 早 臣 ､.;二.

:i. 方 法

plex 偶 f3C ) 法 で 毅 色 し た p

l~.I i-,tT: = ＼･吊 LlL､l･m i.:上1.畑 - : 予 告 ,T_=. .1 十 ･i / -1 二 LL廿 王

材 料 の 切 片 を 0 ∴3 % 蟻 揖 2 加 護メ タ ノ - -ル で 内 因 性 ベ

ル オ キ シ ダ - ゼ を 阻 止 し , 5 % 正 常 ヤ ギ 血 清 加 P B S で

を 嶺 ℃ で - 晩 反 応 さ せ た . 二 次 抗 体 をこ ぼ ビ オ チ IJ 化 抗 や

ざ ら をこ A 蓋 に (V ecto F 故 ) を 室 温 で 嶺0 分 反 応 さ せ ヲ 発

---磯 抗 体 と し て 抗 血 v olu c加 抗 体 の 代 わ をノブ に 非 免 疫 ウ

サ ギ 血 清 を 反 応 さ せ た も の を m e鑑 ative co m tro昔 と し た ｡

封 抗 filag 酢 五m 抗 体 に よる 染 色 : か i,j ワ 固 定 相 料

の 切 片 を 5 % 正 常 ウ マ 血 清 で 処 理 後 , - 儀 抗 体 に f豆Ia拷-
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grin-M(溝B をヲ二次抗体にビオチ二月LyJ抗マウス 喜成G

と同様の手順で反乱 発色させた. yle琵a軌recom漫ml

として,抗 filaggrim抗体の代わりに非免疫マ¥ヤ利射落

を反応こさせた｡

吉 抗,=1-＼T上甑 .∴■tAl<色 :川-＼LI-i-.･＼11･jT目上∴

ABC法により,ウイルス抗原の検索を打--)た申

4) ヘマ トキシリン蝕コ二.頚-ジン染色 :酵素免疫組織化

学法を行いや検索 した全ての組織切片を観察後,-Hマト

キシリン砂エオジン巣色 し 陽性所見と病理組織像を比

較検討 Lた,

5) 皇EIVOlucyhl陽性範銅の定巌化 ;続 流vcylucrin

抗体潔色標本のp3ち,正常表皮では解剖学的部位別に,

疲繁では均 職 漁色性を示す尋常性疫繁,足底疲繁,偏

平疫驚き尖圭ニ]ソジrト-ふを,脂漏性角化症では角化型

を選んで予その陽性の程度を比較した｡頂､なわち予各標

本内の無作為に選んだ表皮 豆孟vim琵漫漁ye㌻(基底細胞層-/

願粒層)の面積とその中に存在する陽性部分の面麓の割

合を測定 した.標本の発願像を光学顕微鏡とテレビカズ

ニラを用い予CRT ディ式プレ上土に投影 Lた書投影され

た組織像の表皮部分を任意に選択 し,そぴHivjm鑑はy紺

と陽性部分の輪郭をデジタイザ- (Gra油はcCf)Twわ,

システム COSMOZONE且S 佃挽く)恥 東京/lを用いて苧

それらの面積比を求めた.結果の検討には t検定を3号∃い

た_

結果

L 杭 州-r 抗体による検討

ウノ樟レス性沈牽各型およびボ-エソ病と脂漏性角化症

の抗 HPV 抗体陽性率を衷 議に示す｡ウイルス性疫祭

の中では尖をニ3ンユ:､｡ー-ふが28.5%と濃 も低率で,足

底疫祭 (封入体腔繁を禽むうと疲祭状表皮発育異常症が

ソ病,脂漏性角化症および正常表皮はすべて陰性であっ

十 ･天 1･.

コ. 抗 iIHpり】llll･in抗体による検討

a) 正常表皮U)巣色性 :顔面頬部,陰部,下腿予足底

の解離当鞘勺部位別に比較し 頬瓢 陰部と下腿では毒mvcjl-

ucF血 は有線層上層-常陸層に分布するがき足底では有

触 回卜 酬二日鉦 二_1-,L':..一∴出卑 し.】卑甘l､一詳∴iT叫 畑

∴∴､∴上J二t図 1､.

b) ウイルス性疫牽各型の染色性 :摘VOiuc由複染色

のパ タ- ソか ら, ウ イル ス性疫祭の各型は二-3のダル-

衆 洩 組織材料と抗 班PV 抗体陽性率

プに大別されたや尋常性腔繁,愚民腔驚,扇平疫祭†尖

斐ニiソジt二言--ムでは,表皮瑚音だ厚に搾って表皮の中下層

部と比較すると染色濃度が薄い心基底層は陰性､角層で

.=~･【三二lユ･-:～.Ii.. -I;'j.,I:Ai､休廿LiJ-:主,卜…＼ptL=品目,L.itH卜

溝のSisと疫幣状表皮発育異常症の療風様皮疹では着練層

内で個々の細胞の染色濃度が異なり,それが混爺こして 一

見をザでタ榛に見える組織像が特徴的であ--3た 〔園 諾う◆

封入体疫祭の増殖表皮は空胞化した大型U)核を持-潮葦胞9

大型の核を持ち縮胞欝内に好酸性封入体を容れている細

胞声太きなケラトヒアリン粍粒を胞体内に持-〕細胞など

から成るが,imvc血 criyq染色では強陽性予弱陽性チ陰

性の綿胞が混在 Lてモげ(/P接を呈Lていブ∴ 後染色と

してタヘマ トキシリン8=T∴オジン毅色を行い芦対比 Lた

ところ細胞質内翻丸棒は 臨削凄iucg加 除性であった.角

化の先進 した角層部は姦琵角化部およびその胤針ご不規則

に陽性を示 Lた く図 3-鬼や旗色,)持疲整状表皮発育異常症

の療風様皮疹では裾線層中層か息,"3選種粒層にかけて陽性で,

いわゆる澄明変性細胞U)胞体は弱陽性,細胞質が空胞化

した細胞は陰性を示 し 全体とLて擢ザ イタ様を墨 LfJw

潤 3-B).bc)wemo呈dpapu漫osisも肥厚 した表皮の車層

かUL至二層に陽性を示すが,個櫓の陽性細胞の染色g)強浮

が翼な妄3,それが無秩序に配列 して全体とLてモザダウ

抹11十TL∴ F図 L卜･ltl.

C) 淋一-エソ病の染色性 :基底層を除 く,増殖 した泰

度のほぼ金屑にわたって,Imvo且uerirl染色弱-儀 陽性

の細胞が孤立後または胞巣状に散在し モザイク榛を星
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H.L-1() 粧畑パ十二二守信二量1日ll'-;｢量1lL=_.:十吐:トト1'1日

(>:30紙 C:脂漏性角化症亨養成員済享型(x2紙 Dニ脂漏性角化症学
被刺激型い＼語粉紙 Aヲ員は表皮の肥厚に伴-つて9表皮率下層から上層の

な陽性部分がみられる.Cでは表皮の上層および角層の一部にのみ
陽性,Ⅲでは偽性角質嚢胞の嚢胞蟹とその周囲の細胞および角質の
一灘Sが陽性を示す8



ラ.~jZ車:l■,巨L~･'丁目i.烏=∴仁∴･Tjl1＼-(:11tlL､再Tl㌻~､∴､
fii級紺㌢まれの免疫組織化学的局在の検討

図こiTnvoluL･r･ill来車:1∴卜巨＼f恒i二持-･101,.･＼′:
王印し',部',)し里上木

陽性
や
陰性の細胞が混在しこモザイク様を57-I
する
書偽で
は督煉層中層
から額絞層にかけて暢翫澄uj∃変性細抱の艇体は弱陽性ウ
空胞化した
細胞は陰性を示し
や
全体としてモザイク様を呈した.

ttl.r.i
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図 1 il川0111rrin ;損 亡-. 八:t一日Wl-HOi(iP叩 ulL)Sis- Il川い.Ⅰ十 十∴ l二

夕様染色 を 示 Lた 甲

した. 特に異常角化細胞は孤_甜射 こ強 陽 性 を示 し 角

化傾向を示す胞巣では不均--砿 強 -弱 陽 性 であった (図

払S主Sのそれと類似するが号封入 体 腔 祭 や疲祭状東成発

育巣鷹症に毒 に)れた凝ザイク様液 色 所 見 とは違 いが認め

られた.すなわち予前者では,強 陽 性 , 弱陽性の細胞 と

陰性を示す細胞が全 く不規則に隣 接 しき モザイク様 に局

在するのに対 し,後濁トでは義皮有 線 層 の深層に 転義陽性

細胞が存在 し その間に陰性の空 胞 細 胞 や陰性-弱陽性

の封入体合着細胞や澄明変性纏胞 が連 続 性 に存在 してい

十,

郎 脂漏性角化症の漁色性 :脂 漏 性 角化症 の組織数

分類7)によればヲ検索 した 9例車 3例 が角 化塾, 2例

が表皮肥厚塾, 2 例が腺様塾,2例 が被刺激型であったb

基底細胞の増殖が優位である表皮肥 厚 塾や腺様塾では予

表皮の上層および角層の一部にのみ Iy首VOlucrim 染色陽

性所見が見られた.角化型や被刺激型では,偽性角質嚢

胞の嚢胞壁 とその周囲の細胞および角質の山部が陽性を

示 し 散在す る角化傾向を示す胞藤や角質真珠 も均 ---｡に

染色範囲が縮小 していた.以 上の結果 を東 翌にまとめ

T:∴

ぐ_H in＼一品 l血 11 舶 ■_子中‡隼拙 =∵-圧頼 :ll'＼･両 二lこtytlr

に責める irm 血 crirl陽性範蹄瑚 勇二蘭 の割 合を二次元画

像解析装置を雁葺いて測定 した結尿 を霧 詔 をこ示す.面積

比は正常では平蔵部,陰部および F腿の表皮問でほぼ同

程度であ り,有意差はないが,崖鑑義肢の面積比は髄部

位 と比較 L嵐 蔭に小太で あった (p<eうm抹 疲繁魯迅 は

羽三常義旗 より陽性面積比が大 きい憾FE73を示 し,例 えば正

常足底では 55書3±7.9% 玩 -1瞑 であるのに対 し亨足

底腔祭では 79.2±10魚3% (nエア)方 また正常陰部 では

2凱7埜5.5% (m-10)であるのに対 し,尖圭 コソジロ-

ふでは 68.9±u .3% (n-7)であった (いずれ も p

≪Om鉦 尋常性疫賢,足底疫寮,扇平疫祭,集ま ニly

ジロ-ムの疲繁各型問では,面積比に有意差はみ られな

かったが,脂漏性角化症 (角化型)は疫牽各型 より有意



竹 蚤 :ウ イ ル ス 性 疫 努 に お け る imvolucTまm お よ び

抗1挽好gTま約 の 免 疫 組 織 化 学 的 局 在 の 検 討

表 11 111＼-(11tlL･T･i11某 直 し㌦ 詰 里

組 織 義 肢

頬 部 十

正 常 -警 芸 十十

足 底 十 十 十 *

尋 常 性 猛 驚指 状 葡糸 状 疲 蟹足 底 疫 蟹 il ∴ l ♯.*十 *十 *

E封 入 体 疲 驚 )扇 平 疫 寮尖 圭 コ ン ジ ロ - ムbow emo豆d p級puLosis疲 驚 犠 表 皮 発 育 異 常 症 (渡 風 様 皮 疹 ) 廿 藁 葺 … …

求 - エ ン 病 A!王 M 青 AI隻 【

脂 漏 性 角 塚虹症 角 化 型 ･十 十 *

表 二号 ITl… hl(･1･i11 ･圭 巨/ :r:∴ 吊 Ll_I,で1日 i購 い 調 合

足 底 E 6 t 55ヰ3辛 7射 Ti- 10)

尋 常 性 庶 繁 複 62,9十 11.6十日- ㍗

足 底 疲 祭 壇 70.2十 10.3Ln - ㍗

扇 乎 疲 驚 5 銅 事3± 5e7(n - 7)

尖 圭 コ ン ジ ーコ- メ.ち 転 班 .9± 損 .3 (m - 7)

m :測 定 した 標 本 数

tl.LJl:-i

∴ 両 ∵汗 巨二十 十 ･二_守 ､:1_-: ･i八 州 )巨

:主. 抗 fililii･Lrrin 抗 体 に よ る 検 討

正 常 で は 争 覇 部 お よ び 下 腿 表 皮 の 非 蒋 な 常 粒 暦 が 額 粒

状 に f且も盈宮野 im 放 免 陽 性 を 示 し 足 底 で は 厚 い 鷹 粒 層 部

の 細 胞 質 が 撃 粒 状 に , 角 質 下 層 が 均 質 性 に 弱 陽 性 を 示 し

た B 陰 部 の 畢 粒 層 部 が 殆 ど 無 い 粘 膜 側 で は 陰 性 , 角 層 の

存 在 す る 側 で は 覇 粒 細 胞 をこ- 致 して 陽 性 で あ っ た (図 師

ウ イ ル ス 性 疫 寮 各 塾 で は , 冬 型 と 屯基 本 的 に は 常 粒 層

に 常 粒 状 に , つ ま り ケ ラ ト ヒ ア リ ン願 粒 の 出 現 に -一 致 L

て 陽 性 所 見 を 示 し た . 尋 常 性 疲 牽 , 足 底 疲 寮 等 の 過 角 化

が 著 明 な 組 織 で は , 角 層 の 山 部 に 不 規 則 な 陽 性 部 分 が 認

め ら れ た が , 他 の 塾 で は 角 層 は 陰 性 を 示 し た (園 駈 鬼 サ

盟 ), 封 武 藤 疫 繁 の 腫 廃 部 で は チ 常 陸 挟 撃 線 状 声 均 質 性

に 染 髪 る 陽 性 部 分 が 亨 不 娩 紬 こ配 列 して 存 在 した (閉 経 ,

t‥ 1. ･＼'/ 卜 ち∴ ､ 県 ･ … 号.I: 二 王 色 i_∴与 ヒ峠 ∴∵ 王∴ 細

胞 質 内 翻 丸 林 は 陰 性 で あ っ た . 庶 祭 状 義 皮 発 育 凝 滞 症 の

療 風 様 皮 疹 で は 常 粒 層 お よ び 澄 明 変 性 細 胞 内 の 甑 太 ケ ラ

･ト I , 二 病 . ･帖 刷 J伊 j付 ,ト 二寸 言 iiこIL,LL,T-i71 言 粕 軒 別 r,ri:

に 願 粒 状 に 陽 性 を 示 し た , 過 角 化 の 伴 う脂 漏 性 角 化 症 の
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園.''E日日､阜'､tii'-lH-Hlrilll圭巨八二･11･帥両.̀'T上lミニ目上Ll二信浩.

郡に-=--致して陽性を示したす
Cの糖粒層が殆ど無い部位では亨
陰性
.

1｣∴∴.



竹重:ウイル対照豪勢における立nv岱息ucT立mおよび
fi農奴監即imの免疫組織化学紺監繍三たぎ:)検討

閉環紬 鰐琵雨･旗色 A:尖蓬隻コンジu-ふく×竣鉛粉)や鋸 尋常
酬套賢い梱 )や浩 封入体猛賢い現有頼 む告 射貫抽拡太
郎頼紬紙 鉦 ボ-エン病 (,欄補う,既:挽瞥賦嘉既発督
異常症 (＼x輔帆 ウイル相磯瞥鋳型 をA,訴せく二,民主 ポ--
エン凝3日萱〕)とヰ潤鰻鮎こ糖粒状をt-魔性を示Lたせ過鋸ヒが
著靴に組織では(盟,こ∴CF)裾頭の ･部に不規則な陽性部分
が,壇たC/の肢磯部でも不規則な染色性を示した.

I.),'TITl
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表･lI/il:lきごH･l･inE'拙十',ll:Lti県

乳首ミ常

項 詳
陰 部
卜 抽
足 裏氏

尋 常性疲驚
摘賦命糸状疲蟹
足 底 疲 暫

緑才人体腔努､)
吊 十 亘二指
尖豊コンジローム

bow管mO亙dpapuios豆S
疫蟹状表皮発暫異常猛 (療風様皮疹)

ボ-エ ン病
脂漏性角化症 角 化 型

表皮肥厚型
挽 様 型
被刺激型

陽 性 郡 随

楯粒層
糠粒層
粗粒層
頬粒層-角層F那

楯鰻層,角層の凋§
Ⅲ樟r再.】一(舟行､･甘

粕粒層,角層の一部

圭 上 汁

1冊佃十巨
細粗粒伏
Jl甘柚十代

紬種粒媒-均質性

拳闘鉦■･:_代
細鞍粒状
綿幾粒状

頼粒層サ腰痛部夕角層の林部E不規財経
粕粒層
【i甘持回
糖粒層
糖粒層9澄明変性組漕冠

機粒層
種粒層-角層の--那
叛粒層-角層の小郡
粘粒層
粕粒層-角層の---部

細籍粒状
線種粒状
線糖粒状
絶類粒状-粗大額粒状

1･糾い十■･/沃
1甘紬:I:.L圧
刷頼.■十二
細鯖粒状
細粗粒考査

た書損山を澗結果を東嶺に蜜とめた七

考 接

R豆ceら確jB雄藍,抗jmve)lliC再m抗体による蛍光抗体

法でtE常表皮を検討しサ有線層率た層ではその細胞質と,

矧哲では細胞膜上に強く虎屋監すると報告している8-丸

岡に抗体を用いたPAP法では角層は陰性を示し,有

線層の上i/3に陽性即,あるいは有錬層上部25%に陽

性亙0)と報告されている.しかし,いずれの報告におい

ても検索した正常表皮の解剖学的部位が統一されていな

いタ今回のimv油ICTin染色の結果では,正常表皮にお

いても足底とその願の部位では陽性反応の範囲,染色性

に明らかな違いが認められた.このことは最常表皮を

摘voluc訂in染色で検索する土で,解剖学的部位を考慮
する必要があることを示しても､る平

ucrまm染色を済いて検索し∴正常義援,各橡の角化症,

良性腺癌では均一に細胞質が染色されるのに対して,有

練細胞癌 ∈ポ-エソ病を含む)ではp離C柚 に巣色さ

れ,基底細胞上皮腫,jmvasiveな有線細胞癌では陰性

を示すと報告Lた.Saidらu)は有殊纏胸痛と選民細胞

上皮腫について検索し Sm測erに〕12)はケラトアカソ

ド-てと有麟細胞癌を比較L√てセその漁色性の違いから

東成の経癌化 を悪性化)の組織学的鑑別に有用であると

報告している.さらに予三上に)13)は有線細胞癌の悪性

度と毒tw油Ie豊叫imの染色性について検討し 角化傾向を

示す細胞では穫やの程度にM強陽性を示すパッチr7--Jj状

を宴し,熱塑性を示す細胞および紡鮭形細胞は弱陽性も

しくは陰性を墨するとしている七また,imvCjluc㌻in染

色の陽性率が各悪性度で有意に異なると報告Lている,

その他,付属器腫療芙増)ヨ穫 の々角化巣鷹症竜削に-I)いて

の検索屯報告されているが,着練細胞癌最外の疾患でパッ

チワ-夕状あるいはモザイク状の染色所見を認めたとの

記載はない.従って今回の豆F盲VO漫ucr遠mの検索で,封入

体腔繁,疲繁状表皮発暫異常症,bow6m｡idpapu漫osis
にみられたをザイタ榛の染色所見は特殿な染色所見と言
十∴

り畑レス性疲寮は比重､乳頭藤ウ十ルス胴PV)が感

染し,表疫の増殖を来した疾患である中沼mFは肝V-

L)N:＼.､1､培川端判･∴､舶項J巨小二:;I.里立上∴-∴う十日順守

類されも5)きまたり畑レスの塾は疲繁の臨床型とある程

度相開することが知られている邑5)16㌧疫祭状表皮発育

製常症の患者の30%に稜 の々皮膚癌がみられプチ密漁

船十隼扶ll肘轟'二一㌧十一小･二･川'＼'ltう,lti十.tlL-＼＼･し､川-it_1

p迅Pu首osisをこ検出される豆7j掛ことから声HPVは発癌



LILl:ll-tu･l･i目しl~亘弓.j4'測圧狛十字的局在/､頼討

が閲覧することを示唆する報告がされている.洩em首澱帽

明している一機をこき手指紬iミ--エソ病から五十WV-2,16,
二ミ･!.i･∵~_.工､̀亘こ､十･∴ =ハ'帖.L-.･証明yr∵二.し了･1ト

言叫告侶~-T.･'i∴∴ミニ､.､.､tlH＼Lt日日=llu目し山一トiトリ▲井UJ_

高率に野V-且6狩猟Aが証明されることより,HPV一丸6

型が両者の発症に関与すると考えられている211.今回

は,閃PVlypeの検索は行えなかったが夕bowenDid

p品田最osisとボ-エソ病が孟mvo且tiCrin染色で同じモザ

イク様の染色所見を示し 表皮細胞の分化の薗からも両

疾患がきれめて近いものであることが推測される.同じ

外陰部に生じる尖圭コソジロ-ムのimvoiucrin染色で

は鶴の庶祭と同様の染色後を示した.某童二王ン′ジロ-ム

には損PV-且6,ほDNAは検出されにくいことが知ら

れている22)書また,今回のポ-エソ病や bowenoid

I-こ1いilh諭 し1㌧::'チてLrト与∴.Ji･,根上:二ill＼-いIILL･T-i】1染色所

見は南棟細胞癌の貰う組も油ysはjn9)と類似のものである

が,封入体疫祭や疫繁状表皮発育輿常症の擢ザイタ様染

色所見は予前述のようをこうそれとは殿なっている血後者

のモザイク棲息mv油IC豊血 発現はち表皮細胞の臆癌性増

殖よか日豊むしろラHPV感染をこよる嚢皮細胞の糖尿な分

化の動議を反映した屯のと思われる,すなわち,封入体

腔繁では表皮細胞の細胞質や按翻こ糖異な封入体を形威

し23)24)25),澄たき疫繁状表皮発育異常症では大きな澄

明細胞が出現する261ことなどである.

-万苦ウイルス性庶寮と脂漏性角化症は臨床上,また,

転職学的に屯鑑別の困難な場合がある▲脂漏性角化症の

成因としてぼ,老人性変化27㌔遅発性の母斑説,エス
トロジェソや遺伝性因子の関与など283が推測されてい

るものの,未だ明らかではない.さらに,今回のimvoト

も且Crimの染色で染色パタ-ソやヱivirig且ayer陽性面積

比において明らかな用達が認めれたことからも,両者の

病態はかなり異なるものと言えようやまたヲ雨着の鑑別

においても有周と考えられる*

抗fii鼠琵g㌻豆m抗体は前述のごとく,正常表皮では願粒

の結果で私,陽級数色部は畢粒層に額粒状に,角層に鮎

不規則性に出現していた書特に予角層の厚い足底では,

角層でpm-剤a鑑6g血 がアミノ酸に曾解されていく様に,

角層下部の陽性反応が上部にいくに従い,しだいに弱ま

る所見が特徴的であ-)皮.疾患における,組織内の検

索の報告は少ないが亨尋常性熱解離のような懲粒層の低

～)tr-17

形成または無形成が)疾患では陰性またはごくわずかに蔓吸

性3ilとされている訣今園だう懲粒層が噌東レ 租太なケ

ラトヒアリン/常粒を屯--Wライル鼠性疲祭ではき蒼ila琵鮮血

の染色性は葦粒層と角層約--∴部ilこみlh")れノ賢fiia諾琵rimの

合成,分解の過程は,はば正常の様式を探っていると考

えだ)れる,疫牽状養成発暫異常症において私,澄明変性

細胞に鼠られる穐東灘粒が鞠粒状に陽性を示した｡Lか

入体は全て陰性であった血剥先棒経祭の細胞質および横

内の好酸性願粒は電轟的,組織化学約にケラトヒアリン

華粒裸損のものである25132㌔とされているので,矛盾

する結果である,好酸性額粒が,HPVのウイルス遺伝

子により誘導されたケラト虻アリソ畢粒とは別の蛋白の

可能性も十分に考えられ,今後の検討が必要と思われる.

以上より声量mvolucrinとfila醒醒r喜mはいずれも表皮

細胞の分化および角化グ)マ一丸-であるが,ウイルス性

疲賢においては,とくをこ前者が特異な発現様式を示すこ

とが示された,

本論文の饗旨は第39回E3泰皮膚科学会中部支部総

会学術東条 (昭和63年1浸礼 名高巌うにおいて発表
し∴.

稿を終えるをこあたり,御指導ヲ御校閲を賜った新

潟東学医学部皮膚科学教室,佐藤段素数援な転びかこ

伊藤発車助教授をこ嘗また,組織標本,写廉の製作をこ

御協力いただいた奪井隆郎技官をこ深く感謝いたLま
･仁
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